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特集：
東大病院いちょう保育園、オープン！
「東京大学の業務改善」着々と進行中！
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春の紫綬褒章受章

大学院経済学研究科・岩井克人教授、大学院工学系研
究科・藤野陽三教授が、本年春の紫綬褒章を受章いたし
ました。

岩井克人 大学院経済学研究科・経済学部　教授

岩井克人教授は、永年
にわたり、経済学、特に
経済理論の分野の研究、
教育に努めてきました。
その研究の特徴は、学界
の多くの理論家をもって
してもその重要性はわか
りつつも、困難さゆえに
しり込みしてしまうよう
なテーマについて、長期
間にわたって執拗に研究
を続け、多くの学者に祝
福されるような業績に結びつけた点にあります。
その代表と言えるのが、「不均衡動学の理論」で、マ

クロ経済理論の研究において、経済を安定した長期均衡
の状態にあると捉えるのではなく、均衡への調整過程の
連鎖の状態にあるという理論の開発に力を入れ、シュム
ペーター流の経済モデルの開発に貢献しました。この理
論は現実との関係という点では、持続的なインフレーシ
ョンやデフレーション等の現象の解明の基礎となるもの
です。また、企業を所有関係とする古典的な企業理論の
復権を図り、株式会社の中核に二重の所有関係を見出す
新たな株式会社論を展開し、企業の理論についても多大
な貢献をしています。貨幣の理論についても、サーチ理
論的な枠組みを用いて、貨幣を自己循環論法的に捉える
という新たなアプローチを提唱しました。
岩井教授のこうした深い思考は多くの若手研究者をひ

きつけ、また、難解な理論を平易にしかも味わいのある
文体で解説するという優れた能力で、学界の外にも多く
の彼の支持者を集め、こうした範囲まで経済理論を普及
させた点においても重要な貢献をしています。
岩井教授はこれらの業績に対して、日経図書文化賞・

特賞、サントリー学芸賞、小林秀雄賞等数々の受賞に輝
いており、その他の活動としては、 Journal of
Evolutionary Economics, Structural Change and

Economic Dynamics等様々な国際誌の編集にも当たり
ました。また東京大学経済学部内では、経済学部長とし
て国立大学の法人化を進める中で、経済学部内に二つの
COEプロジェクトを獲得することにも成功し、基礎的
な経済理論の発展、その普及に尽くしたその功績はまこ
とに顕著です。

（大学院経済学研究科長・経済学部長　植田和男）

藤野陽三　大学院工学系研究科・工学部　教授

藤野陽三教授は、永年
にわたって社会基盤構造
安全学の教育研究に努
め、地震・風等の環境外
乱と、交通を含む社会経
済活動に伴う人的外乱に
対して、俯瞰的な立場か
ら構造・環境相関モデリ
ングと構造システムのセ
ンシング、さらにその制
御に先進的な研究業績を
挙げてこられました。振
動抑制技術を科学的予測に基づく構造制御学に発展さ
せ、国際学会の設立まで導かれました。これらの業績が
今回の受章につながりました。波動・振動は藤野先生の
研究の色合い、ともいえるものです。風工学・橋梁工
学・地震工学を出発点にして、環境・維持管理・ヘルス
モニタリングへと、工学の大きな波を主導されました。
藤野先生は卓抜なる直感と熱意と実行力に裏打ちされ

た技術者でもあります。大型橋梁や高層ビルの動的制御
技術である液体同調ダンパーや、風環境予測システム等
の最新技術を世界に先駆けて開発されました。これらの
成果は世界的にも活用されています。現在、アジア構造
工学会議の議長，世界構造制御学会理事、最年少の国際
構造工学会副会長を務めるとともに、海外基盤整備プロ
ジェクトの技術アドバイザーに就任するなど、
International professional engineerとしての顔も併せ持
っています。ロンドンのテームズ河に架かるミレニアム
ブリッジは、歩行者による振動で緊急閉鎖されことで一
躍、世界的に有名となりましたが、これを事前予見し、
かつ実際にロンドンに飛んで振動を止めるのに一肌脱い
だのも藤野先生でした。また、東京大学で最初の英語に
よる留学生教育プログラムを25年にわたって主導され、
藤野先生のもとで博士と修士の学位を得た留学生は60名
を超え、アジア、アメリカ、欧州で大学教員や技術者、
技術行政官として活躍していることも藤野先生を語る上
で欠かせません。笑顔の絶えることなく、温厚にして実
直、責任感に富み、多くの後輩をリードされています。
現在、災害事故に対する都市社会基盤リスクの軽減と
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制御を目的に、これまでに培ってきた事前予測技術と、
事中・事後対策までを含めた知動化セケュア空間概念を
提唱し、その実現にむけて鋭意努力を傾注されています。
今後益々のご発展とご健勝を祈念してやみません。

（大学院工学系研究科・工学部　教授　前川宏一）

３月26日（月）、農学部２号館201号室に「技術基盤セ
ンター」の看板が掲げられた。技術基盤センターは、農
学生命科学研究科の12番目の附属施設として昨年４月に
設立され、徐々に組織体制が整えられてきた。センター
を構成する11名の技術職員は、弥生キャンパスを中心に、
放射性同位元素施設･バイオトロン・放射線育種場共同
利用施設・小石川樹木園･先端機器分析室や専攻の研究
室に配属されている。

『中期目標』は、「中長期的な観点から優れた技術職
員の確保やその能力の一層の向上等を図ることにより、
先端的な研究教育の技術面におけるサポート体制を強化
し、農学生命科学研究科･農学部の研究教育の高度化と
効率化を推進する」ことをうたっており、センターもそ
の重要な一翼を担う組織となる。
センターの技術職員一同は、技術力をなお一層高める

とともに、組織体制や情報の受発信の充実を図りながら、
農学生命科学研究科・農学部の頼りがいのある組織とし
ての発展に向けて、心を新たにしている。

４月８日（日）、三鷹国際学生宿舎の共用棟ホールに
おいて、宿舎内の自治組織である宿舎生会（宿舎に居住
する全学生を構成員とする組織）と院生会（留学生の宿
舎生活を支援する日本人大学院学生によるチューター組
織）との共催により、４月に入居した新入宿舎生の歓迎
会が行われた。
この催しは、春に入居する新入学部学生、留学生を主

な対象とし、国外や地方等から移り住んできたばかりの
新宿舎生同士の交流を目的とするもので、毎年開催され
ている。当日は80人の留学生を含む約250人の宿舎生が
参加し、会場は参加者であふれかえった。

長谷川壽一教養学部副学部長、OB会代表、宿舎生会
委員長による挨拶の後、院生会幹事長の乾杯によって会
がスタートした。会場にはピザや寿司などの軽食も用意
されたが、食欲旺盛な若者が多数集まっていることもあ
り、提供されたテーブル上の食べ物が一瞬のうちに無く
なる光景も見られた。その後OB会から食べ物の差し入
れが振舞われ、入居したばかりの学生たちは立食形式の
会で交流を深めていた。引き続きプロジェクターを使っ
たクイズ大会が、会場に設置されているテーブルごとに
チームを作って回答するチームワーク形式で行われ、各
チーム内では、回答について議論をする新宿舎生の真剣
な表情が見受けられた。
三鷹国際学生宿舎ではこのような交流イベントが定期

的に開催され、日本人学生と留学生との活発な国際交流
の場となっている。

生源寺眞一現研究科長（一番左）
會田勝美研究科長（当時）（後列左から３番目）

渡部終五センター長（後列左から４番目）と技術職員

多くの人が集まった会場

技術基盤センターの設置

大学院農学生命科学研究科・農学部

三鷹国際学生宿舎で「新入宿舎生歓
迎会」開催される

大学院総合文化研究科・教養学部
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究と教育が行われていますが、その全容を知ることは困
難です。本シンポジウムは、本学の研究者自身が東京大
学で行われている幅広い生命科学研究を知るための試み
から始まったものです。回を重ねるごとに参加者が増加
しています。今回は記帳者だけでも約750名（うち学外
者が約半数）にのぼり、安田講堂の２階席も多くの聴衆
で埋まりました。
例年どおり広い範囲をカバーする話題を含むシンポジ

ウムは、生命科学者がその立場からきちんと成果と意義
を語ることの重要性を説く小宮山宏総長の開会の挨拶で
始まり、８研究科５研究所の代表が講演を行いました。

ゲノム科学を越えた個体レベルの議論があたりまえに
なったこと、生命の持つ法則の精緻さや奥深さが如実に
見えるようになった結果、生体の高次現象をあやつるシ
ステムの重要性がますます強調され始めていることが、
全体を通して感じられました。各講演に対して、大学院
学生と思われる若い方々からの質問が相次いだことがと
ても印象的でした。最後に、生命科学教育支援ネットワ
ークを長年にわたって牽引しておられる浅島誠理事・副
学長の挨拶で閉会となりました。

今年度の新たな試みとして、講演者の顔写真入り要旨
集を作成いたしました。多彩な講演内容を振り返って理
解を深める上で大変役立ったとの声がきかれました。

４回目を迎えた「東京大学の生命科学」シンポジウム
は、明るい日差しに恵まれた４月14日（土）、東京大学
創立130周年記念事業の一環として、安田講堂で開催さ
れました。

本学では15にのぼる部局で多岐にわたる生命科学の研

第４回「東京大学の生命科学」
シンポジウム

生命科学教育支援ネットワーク

講演の様子

長谷川教養学部副学部長からの挨拶

質疑応答の様子

小宮山総長　開会挨拶

クイズの問題を出している司会者



13No.1357   2007. 5. 16

その後、山上会館で懇親会を行いましたが、シンポジ
ウム同様、懇親会も重要な交流の場となりました。
本シンポジウムの主旨のひとつは、大学院進学先を考

慮している学内外の学生に対して本学で行われている幅
広い生命科学研究に関する情報を提供することです。そ
のために今回も昨年に引き続いて各研究科・研究所を紹
介するブースを設置してパンフレットなど資料を配布い
たしましたが、数百部用意された資料が無くなる程の盛
況ぶりでした。有志の手弁当で始まったシンポジウムで
すが、生命科学教育支援ネットワークの設立に伴い組織
基盤も確固としたものとなり、今後もこのシンポジウム
が本学の生命科学系研究者の情報交換、生命科学に興味
を持つ学内外の大学生、大学院生、さらには市民の方々
への情報の提供の場として、発展して行くものと思いま
す。

最後に、御講演いただいた演者の方々、開催の準備に
御尽力いただいたサステイナビリティ学支援グループの
皆さん、大学院薬学系研究科の教員・大学院生の皆さん
に感謝申し上げます。

以下にプログラムを示します。

プログラム

10:00～10:10 開会挨拶 小宮山　宏　総長

＜座長：満渕邦彦／大学院情報理工学系研究科＞

10:10～10:30 「脳はどのように言語を生みだすか」
大学院総合文化研究科　酒井　邦嘉

10:35～10:55 「生命の科学と人間の学問」
大学院人文社会系研究科　島薗　進

11:00～11:20 「数理手法でゲノムと脳の情報処理を理
解する」 生産技術研究所　合原　一幸

11:25～11:45 「生き物のからだを刻む分節時計」
大学院理学系研究科　武田　洋幸

11:50～12:10 「カイコのゲノムから読みとる昆虫の進
化」
大学院農学生命科学研究科　嶋田　透

12:10～13:30 休憩

＜座長：長澤寛道／大学院農学生命科学研究科＞

13:30～13:50 「地球の一部としての海洋生物資源の変
動」 海洋研究所　渡邊　良朗

13:55～14:15 「植物細胞のバイオイメージング」
大学院新領域創成科学研究科　馳澤 盛一郎

14:20～14:40 「発癌の分子機構:複製開始因子 Cdc6の
役割」大学院医学系研究科　岡山　博人

14:45～15:05 「神経細胞を作る仕組み」
分子細胞生物学研究所　多羽田　哲也

15:05～15:30 休憩

＜座長：福田裕穂／大学院理学系研究科＞

15:30～15:50 「ビタミンE:遺伝病からマラリアまで」
大学院薬学系研究科　新井 洋由

15:55～16:15 「ゲノム情報から創薬へ」
医科学研究所　古川　洋一

16:20～16:40 「スーパー制限酵素を用いる巨大ＤＮＡ
のマニピュレーション」
先端科学技術研究センター　小宮山　真

16:45～17:05 「ナノバイオテクノロジーが拓く未来医
療：ピンポイント診断・治療のためのナ
ノデバイス設計」

大学院工学系研究科　片岡　一則
17:10～17:20 「閉会の挨拶」 浅島 誠　理事・副学長、

前生命科学教育支援ネットワーク長

生命科学教育支援ネットワークのホームページ
（http://www.lse.u-tokyo.ac.jp/activities/biout2007/）に
て当日の様子や、要旨集（PDF）がご覧いただけます。

豪日交流基金によるオーストラリア研究図書コレクシ
ョンの寄贈を記念して、４月27日（金）11時より、本学
大学院総合文化研究科附属アメリカ太平洋地域研究セン
ターの図書室において、寄贈式典が開催された。
アメリカ研究資料センターを前身とする同センターは

2000年に研究対象をオセアニアを含む太平洋地域に拡大
したが、豪日交流基金は日本におけるオーストラリア研
究へのセンターの貢献を顕彰し、今後の研究促進を奨励
する目的で、今回の図書寄贈を決定した。
当日はマクレーン駐日オーストラリア大使、ミラー公

使をはじめとする大使館および豪日交流基金関係者、報

オーストラリア研究図書寄贈式典
開催される

大学院総合文化研究科・教養学部

各部局紹介のブース
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道関係者を迎え、本学からは小島憲道総合文化研究科長、
西中村副研究科長、センター教職員、院生、学部生など、
40名を超える参加があった。冒頭で小島研究科長が歓迎
の挨拶を行い、マクレーン大使によるスピーチのあと、
大使より能登路雅子センター長に寄贈図書の目録が贈呈
された。
今回寄贈された図書は、歴史、社会科学分野を中心に

約400点におよぶ。近年、多文化主義、移民政策をはじ
め、経済、現代文学および芸術など、日本におけるオー
ストラリアへの学術的関心が高まっており、当センター
に対する大規模な図書寄贈によって、オーストラリア研
究の一層の発展が期待される。

医学部附属病院では、５月１日（火）に職員専用のマ
ッサージ室「リフレッシュルーム」をオープンした。
リフレッシュルームは、バリ島風のアジアンテイスト

を演出しており、アロマキャンドルの灯りと香りに加え
優しい音楽にも包まれ、心と身体が癒されるように工夫
されている。
また、スタッフには、あん摩マッサージ指圧師の資格

を有する視力障害者を５人雇用し、職員の多様な勤務形
態にも対応できるようにするとともに、専任の事務職員
を配置し受付業務に円滑さを確保するなど、全体として
利用者サービスに重点をおいたものにしている。
病院は身体疲労やストレスが蓄積しやすい労働環境に

あるため、この解消策の一つとしてリフレッシュルーム
が設置されたもので、利用者からは「心身共にリラック
スできた。是非また利用したい」と好評を得ている。

オーストラリア研究図書寄贈目録を能登路センター長に
贈呈するマクレーン駐日オーストラリア大使

施術室の様子

アメリカ太平洋地域研究センター玄関にて
左端よりキング豪日交流基金日本事務局長、能登路センター長、
マクレーン駐日オーストラリア大使、小島総合文化研究科長

スタッフの方々

医学部附属病院にマッサージ室が
オープン

医学部附属病院
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合　格　者　数 定員外の入学者数

科　　類 募集人員
一般選抜

特別選考
合　計

入　　学
入学者数

募集人員
国費留 特別選考

入学者

（第２種）
辞退者数 との差

学生等 （第１種）
総　数

文科一類
415 415 7 422 0 422 +7 3 1 426

（415） （416） （9） （425） （1） （424） （+9） （4） （1） （429）

文科二類
365 366 5 371 0 371 +6 3 5 379

（365） （366） （3） （369） （0） （369） （+4） （2） （4） （375）

文科三類
485 488 3 491 0 491 +6 6 2 499

（485） （489） （4） （493） （2） （491） （+6） （6） （2） （499）

理科一類
1,147 1,170 3 1,173 5 1,168 +21 16 4 1,188

（1,147） （1,170） （3） （1,173） （3） （1,170） （+23） （16） （5） （1,191）

理科二類
551 568 4 572 9 563 +12 3 2 568

（551） （569） （5） （574） （2） （572） （+21） （2） （3） （577）

理科三類
90 90 0 90 0 90 0 0 0 90

（90） （90） （0） （90） （0） （90） （0） （0） （0） （90）

合　　計
3,053 3,097 22 3,119 14 3,105 +52 31 14 3,150

（3,053） （3,100） （24） （3,124） （8） （3,116） （+63） （30） （15） （3,161）

平成19年度入学者数、決まる

学生部

平成19年度新入生の人数は、次の通りである。

（注）１．（ ）内は、昨年度を示す。
２．国費留学生等の人数には、国費留学生の他に政府派遣留学生、日韓共同理工系学部留学生を含む。
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「第７回高校生の意見発表会」でシリウス賞受賞

３月21日（水）、跡見学園中学校高等学校・小講堂
で開催された「第７回高校生の意見発表会」において、
「卒業研究を通して学んだこと」について教育学部附
属中等教育学校６年生の石川貴裕君・沼部晃宏君・鈴
木涼太君がグループ発表を行い、初出場で第２位にあ
たるシリウス賞を受賞した。
卒業研究とは、１・２年生の総合学習入門、３・４

年生の課題別学習の集大成として個人でまとめる研究
であることを説明した。
石川君は、現地調査の重要性を述べ、沼部君は、卒

業研究で学んだことを卒業後の進路の看護の道で生か
していくことを伝えた。また、鈴木君も、将来の夢で
ある水族館についての研究を発表した。
審査委員長の日本大学教授の渡部淳先生は、「非常

に良く練られた構成かつ精選された内容であった」と
講評を述べた。
パワーポイントを用いた発表であり、３人とも講堂

のステージの上で発表できたことは良い経験となっ
た。

（教育学部附属中等教育学校）

発表の様子
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第34回医科学研究所創立記念シンポジウム
「医科学研究最前線」

医科学研究所

15:30～16:10

４．疾患モデルを用いた自己免疫発症機構の解析
岩倉　洋一郎 教授（ヒト疾患モデル研究センター

細胞機能研究分野）

16:10～16:50

５．ゲノム医科学からゲノム医療へ
中村　祐輔　教授　（ヒトゲノム解析センター

ゲノムシークエンス解析分野）

16:50～17:30

６．医科研病院における細胞移植医療の
過去・現在・未来
東條　有伸　教授
（先端医療研究センター　分子療法分野）

17:30～17:40 閉会挨拶　副所長　井上純一郎

問合せ：医科学研究所大学院事務室（内線72045）
gakumu@adm.ims.u-tokyo.ac.jp

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、保健センター駒場支所で無料配布しています。バ
ックナンバーもあります。
第502（５月２日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

村松真理子：
「コマバとイタリア」の春
―まずは「創造の広場　イタリア」展にどうぞ……

下井守：
碧素と一高生

大築立志：
ＡＲＴする身体
―第14回身体運動科学シンポジウムを終えて―

能登路雅子：
アメリカ太平洋地域研究センター紹介
広がる太平洋世界

医科学研究所では、伝染病研究所から医科学研究所へ
の改組を記念して、毎年、創立記念シンポジウムを開催
しており、今年は以下のとおり実施します。
皆様のご来場をお待ちしています。（参加費無料）

日時：６月１日（金）13:00～17:40

会場：医科学研究所　講堂

プログラム

13:00～13:10 開会挨拶　所長　清木　元治

13:10～13:50

１．「かたち」を創るＲＮＡ-基礎から創薬へ
中村　義一　教授
（基礎医科学部門　遺伝子動態分野）

13:50～14:30

２．蛋白質リン酸化シグナルからみる癌・細胞増殖
山本　雅　教授
（癌・細胞増殖部門　癌細胞シグナル分野）

14:30～15:10

３．パンデミック・インフルエンザ－過去と未来-
河岡　義裕　教授
（感染・免疫部門　ウイルス感染分野）

15:10～15:30 休憩

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第502（５月２日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―
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教養学部では、恒例のオルガン演奏会を次のとおり開
催いたします。このたびは、本演奏会でおなじみの、ア
メリカの世界的オルガニストであるコリン・アンドリュ
ーズさん、ジャネット・フィシェルさんをお迎えし、バ
ロック期のブクステフーデ、バッハから20世紀のハウェ
ルズに至る数々の曲の独奏と息のあった連弾とをお楽し
みいただきます。どうぞご期待ください。
入場は無料です。ホームページを開設しておりますの

で、ぜひご覧ください。
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

日　時 ６月28日（木）18:30開演（18:00開場）
場　所 教養学部900番教室（講堂）
曲　目

J・S・バッハ
ブランデンブルク協奏曲　第三番　ト長調　より
第一楽章（J・フィシェル編曲）（BWV 1048）［連弾］

D・ブクステフーデ
前奏曲　ト短調（BuxWV 149）［独奏：フィシェル］

J・S・バッハ
『十八のコラール集』より
「いと高きところには神にのみ栄光あれ」
ト短調（BWV 663）［独奏：フィシェル］

D・ブクステフーデ
前奏曲　嬰へ短調（BuxWV 146）［独奏：フィシェル］

T・トムキンス
二人の奏者のためのファンシー［連弾］

J・S・バッハ
前奏曲とフーガ ト長調（BWV 541）
［独奏：アンドリューズ］
H・ハウェルズ
詩篇前奏曲［独奏：アンドリューズ］

P・パターソン
トッカータ「蛍光」 ［独奏：アンドリューズ］

P・I・チャイコフスキー
バレー組曲『くるみ割り人形』より
「花のワルツ」（J・フィシェル編曲）［連弾］
演　奏

コリン・アンドリューズ（オルガン）
ジャネット・フィシェル（オルガン）

（大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会）

斎藤晴雄：
新しい基礎物理学実験と教科書

教員紹介〈後編〉：

広域科学専攻＝広域システム科学系／数学／美術博物
館／留学生相談室／アメセン／教養教育開発機構／学
生相談所／進学情報センター／国際研究協力室／ＡＩ
ＫＯＭ／ＤＥＳＫ／保健センター

〈後期課程案内〉

山田広昭：超域文化科学科
越境的知性って何だろう？

村田雄二郎：地域文化研究学科
ローカリズムとグローバリズムの往還
─「地域」への問い

中西徹：総合社会科学科
複雑な現代社会のメカニズムを解明しよう！

小宮山進：基礎科学科
モダン・タイムスを越えて

伊藤元己：広域科学科
自然界や人間社会の複合的問題の解決に向かって

池内昌彦：生命・認知科学科
生命科学のこれからを担う

〈本郷各学部案内〉

清水孝雄：医学部へ進学する皆さんへ
生命の謎と病気への挑戦

保立和夫：工学部の多様性と専門性
立花政夫：文学部への誘い

理数系辞典案内：

菊地文雄／玉井哲雄／大築立志／下井守／加藤雄介／
松田良一

大学院総合文化研究科・教養学部

教養学部で111回オルガン演奏会の開催
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1997（平成９）年に開設された史料編纂所附属画像史
料解析センターは、2007（平成19）年４月をもって開設
10周年を迎えました。本所では、これを記念し、次の要
領にて研究集会を開催いたします。

日時 ６月29日（金）13:00～17:00

会場 山上会館２階大会議室
内容（いずれも仮題）
ご挨拶　横山伊徳（史料編纂所長）
講　演　
黒田日出男氏
（立正大学教授、元画像史料解析センター長）
「洛中洛外図の新出本と林原本」

講　演
青山宏夫氏（国立歴史民俗博物館准教授、

画像史料解析センター客員教員）
「古地図研究の方法と課題」

特別講演
王勇氏
（中華人民共和国・浙江工商大学日本文化研究所長）
「倭寇図巻と抗倭図巻」

報　告　画像史料解析センタープロジェクト報告
①古写真プロジェクト（保谷徹）
②荘園絵図プロジェクト（石上英一・西田友広）
③肖像画プロジェクト＋一遍聖絵プロジェクト
（藤原重雄）

④近世儀礼プロジェクト（小宮木代良）
⑤花押彙纂プロジェクト＋崩し字プロジェクト
（林譲・井上聡）

報　告　画像史料解析センターの成果と課題
（画像史料解析センター長　林譲）

全体討論

参加をご希望される方は、当日、直接会場までお越し
ください。あらかじめ参加ご希望の旨をメールまたはフ
ァックスでお知らせいただければ幸いです。

問い合わせ先：

画像史料解析センター開設10周年記念事業実行委員会
委員長　林譲
（hayashi@hi.u-tokyo.ac.jp）
幹事　末柄豊
（suegara@hi.u-tokyo.ac.jp）
FAX 史料編纂所事務室（03-5841-5956）

史料編纂所

画像史料解析センター開設10周年記念研究集会
「画像史料研究の成果と課題」開催のお知らせ
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

19.3.31 巻出　義紘 定　年 アイソトープ総合センター教授

19.3.31 安田　　浩 定　年 国際・産学共同研究センター教授

19.3.31 伊藤　　眞 定　年 大学院法学政治学研究科教授

19.3.31 落合　誠一 定　年 大学院法学政治学研究科教授

19.3.31 CH’EN PAUL 定　年 大学院法学政治学研究科教授

HENG-CHAO

19.3.31 井原　康夫 定　年 大学院医学系研究科教授

19.3.31 加我　君孝 定　年（国立病院機構東京医療センター臨床 大学院医学系研究科教授

研究センター（感覚器センター）センター長）

19.3.31 高橋　智幸 定　年 大学院医学系研究科教授

19.3.31 大場善次郎 定　年（情報システム本部特任教授） 大学院工学系研究科教授

19.3.31 鎌田　元康 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 河野　通方 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 塩谷　　義 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 長澤　　泰 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 仁田　旦三 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 藤原　毅夫 定　年（大学総合教育研究センター特任教授） 大学院工学系研究科教授

19.3.31 湯原　哲夫 定　年 大学院工学系研究科教授

19.3.31 桜井由躬雄 定　年 大学院人文社会系研究科教授

19.3.31 平野　嘉彦 定　年 大学院人文社会系研究科教授

19.3.31 藤田　一美 定　年 大学院人文社会系研究科教授

19.3.31 梅澤　喜夫 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 西郷　　薫 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 長田　敏行 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 奈良坂紘一 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 浜野　洋三 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 和達　三樹 定　年 大学院理学系研究科教授

19.3.31 會田　勝美 定　年 大学院農学生命科学研究科教授

19.3.31 阿部　宏喜 定　年 大学院農学生命科学研究科教授

19.3.31 浅島　　誠 定　年（理事、副学長） 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 跡見　順子 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 石井　　明 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 太田　浩一 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 川合　　慧 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 竹内　信夫 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 谷内　　達 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 宮本　久雄 定　年 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 植田　直志 定　年 大学院総合文化研究科助教授

19.3.31 佐藤　一子 定　年 大学院教育学研究科教授

19.3.31 土方　苑子 定　年 大学院教育学研究科教授

事 務 連 絡

発令日、部局、職、氏名(五十音)順
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発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

19.3.31 矢野　眞和 定　年 大学院教育学研究科教授

19.3.31 松本　幸夫 定　年 大学院数理科学研究科教授

19.3.31 大森　博雄 定　年 大学院新領域創成科学研究科教授

19.3.31 澁谷　正史 定　年 医科学研究所教授

19.3.31 高津　聖志 定　年 医科学研究所教授

19.3.31 竹縄　忠臣 定　年（神戸大学大学院医学系研究科特命教授） 医科学研究所教授

19.3.31 御子柴克彦 定　年（理化学研究所グループディレクター） 医科学研究所教授

19.3.31 阿部　勝征 定　年 地震研究所附属地震予知情報センター教授

19.3.31 平石　直昭 定　年 社会科学研究所教授

19.3.31 榊　　裕之 定　年 生産技術研究所教授

19.3.31 高木堅志郎 定　年 生産技術研究所教授

19.3.31 高橋　　實 定　年 物性研究所教授

19.3.31 高山　　一 定　年 物性研究所附属物質設計評価施設教授

19.3.31 太田　　秀 定　年 海洋研究所教授

19.3.31 小池　勲夫 定　年 海洋研究所教授

19.3.31 寺崎　　誠 定　年 海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センター教授

19.3.31 石井　輝秋 定　年 海洋研究所助教授

19.3.15 大江　　博 辞　職（外務省国際協力局地球規模課題担当参事官） 大学院総合文化研究科教授

19.3.30 渡辺　泰司 辞　職（文部科学省大臣官房付文部科学事務官） 医科学研究所教授

19.3.31 陳　　肇斌 辞　職 大学院法学政治学研究科附属近代日本法政史料セ
ンター助教授

19.3.31 初貝　安弘 辞　職（筑波大学大学院数理物質科学研究科教授） 大学院工学系研究科助教授

19.3.31 吉川　龍志 辞　職（日本原子力研究開発機構研究職） 大学院工学系研究科助教授

19.3.31 江口　徹 辞　職（京都大学基礎物理学研究所教授） 大学院理学系研究科教授

19.3.31 市川　淳士 辞　職（筑波大学大学院数理物質科学研究科教授） 大学院理学系研究科助教授

19.3.31 杉山　和正 辞　職（東北大学金属材料研究所教授） 大学院理学系研究科助教授

19.3.31 田中健太郎 辞　職（名古屋大学大学院理学研究科教授） 大学院理学系研究科助教授

19.3.31 TANCREDI  CHRISTOPHER 辞　職 大学院総合文化研究科助教授
DAMIAN

19.3.31 青木　淳賢 辞　職（東北大学大学院薬学系研究科教授） 大学院薬学系研究科助教授

19.3.31 川原　茂敬 辞　職（富山大学大学院理工学研究部教授） 大学院薬学系研究科助教授

19.3.31 藤井　　勲 辞　職 大学院薬学系研究科助教授

19.3.31 村重　　淳 辞　職 大学院新領域創成科学研究科助教授

19.3.31 伊藤　俊樹 辞　職（神戸大学大学院医学系研究科准教授） 医科学研究所助教授

19.3.31 井上　貴文 辞　職 医科学研究所助教授

19.3.31 後藤　典子 辞　職（医科学研究所産学官連携研究員） 医科学研究所助教授

19.3.31 仙波憲太郎 辞　職 医科学研究所助教授

19.3.31 林田　眞和 辞　職 医科学研究所附属病院助教授

19.3.31 三木　裕明 辞　職（大阪大学蛋白質研究所教授） 医科学研究所助教授

19.3.31 山岡　耕春 辞　職（名古屋大学大学院環境学研究科 地震研究所附属地震予知研究推進センター教授
附属地震火山・防災研究センター教授）

19.3.31 橘川　武郎 辞　職（一橋大学大学院商学研究科教授） 社会科学研究所教授

19.3.31 佐々木　亨 辞　職（文部科学省科学技術・学術 生産技術研究所助教授
政策局基盤政策課企画官）
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19.3.31 高槻　成紀 辞　職 総合研究博物館教授

19.3.31 江頭憲治郎 辞　職 大学院法学政治学研究科教授

19.3.31 佐藤　良明 辞　職 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 馬渕　一誠 辞　職 大学院総合文化研究科教授

19.3.31 安岡　善文 辞　職（国立環境研究所理事） 生産技術研究所教授

19.3.31 汐見　稔幸 辞　職 大学院教育学研究科教授

19.4.30 戸邉　一之 辞　職（富山大学大学院医学薬学 大学院医学系研究科准教授

研究部（医学）教授）

19.4.30 富田　剛司 辞　職 大学院医学系研究科准教授

19.4.30 根本　信乃 辞　職 大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター准教授

19.4.30 磯部　寛之 辞　職（東北大学大学院理学研究科教授） 大学院理学系研究科准教授

19.3.31 相原　亮介 任期満了 大学院法学政治学研究科教授

19.3.31 三笘　　裕 任期満了 大学院法学政治学研究科助教授

19.3.31 牛島　廣治 任期満了 大学院医学系研究科教授

19.3.31 加藤　進昌 任期満了 大学院医学系研究科教授

19.3.31 幕内　雅敏 任期満了 大学院医学系研究科教授

19.3.31 高山　吉弘 任期満了 大学院医学系研究科助教授

19.3.31 福岡　秀興 任期満了 大学院医学系研究科助教授

19.3.31 岩本　純明 任期満了 大学院農学生命科学研究科教授

19.3.31 永井　暁子 任期満了 社会科学研究所助教授

19.3.31 魚本　健人 任期満了 生産技術研究所附属都市基盤安全工学国際研究

センター教授

（採　　用）

19.4.1 飯田　敬輔 大学院法学政治学研究科教授

19.4.1 大澤　　裕 大学院法学政治学研究科教授 名古屋大学大学院法学研究科教授

19.4.1 寺本　振透 大学院法学政治学研究科教授

19.4.1 畑　　瑞穂 大学院法学政治学研究科教授 神戸大学大学院法学研究科教授

19.4.1 高橋　玲路 大学院法学政治学研究科准教授

19.4.1 小山　博史 大学院医学系研究科教授 大学院医学系研究科科学技術振興特任教員（特任教授）

19.4.1 佐々木　敏 大学院医学系研究科教授 国立健康・栄養研究所プログラムリーダー

19.4.1 橋本　英樹 大学院医学系研究科教授 大学院医学系研究科寄付講座教員（客員教授）

19.4.1 島津　明人 大学院医学系研究科准教授 広島大学大学院教育学研究科助教授

19.4.1 福田　　敬 大学院医学系研究科准教授

19.4.1 何　　祖源 大学院工学系研究科准教授

19.4.1 加藤雄一郎 大学院工学系研究科附属総合研究機構准教授

19.4.1 藤田　香織 大学院工学系研究科准教授

19.4.1 張　　啓雄 大学院人文社会系研究科教授

19.4.1 宮田　眞治 大学院人文社会系研究科准教授 神戸大学文学部助教授

19.4.1 横山　広美 大学院理学系研究科准教授

19.4.1 天野　倫文 大学院経済学研究科准教授

19.4.1 旭　　英昭 大学院総合文化研究科教授

19.4.1 太田　邦史 大学院総合文化研究科教授 理化学研究所准主任研究員
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19.4.1 古矢　　旬 大学院総合文化研究科附属アメリカ 北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育

太平洋地域研究センター教授 センター教授

19.4.1 梶田　　真 大学院総合文化研究科准教授 九州大学大学院人文科学研究院助教授

19.4.1 佐藤　　健 大学院総合文化研究科准教授 理化学研究所研究員

19.4.1 佐藤　　光 大学院総合文化研究科准教授 神戸大学文学部助教授

19.4.1 清水　晶子 大学院総合文化研究科准教授

19.4.1 外村　　大 大学院総合文化研究科准教授

19.4.1 星埜　守之 大学院総合文化研究科准教授

19.4.1 井上　将行 大学院薬学系研究科教授 東北大学大学院理学研究科附属巨大分子解析研究

センター助教授

19.4.1 有田　　誠 大学院薬学系研究科准教授

19.4.1 小林　俊行 大学院数理科学研究科教授 京都大学数理解析研究所教授

19.4.1 山室　真澄 大学院新領域創成科学研究科教授 産業技術総合研究所主任研究員

19.4.1 Kikvidze Zaal 大学院新領域創成科学研究科准教授

19.4.1 戸堂　康之 大学院新領域創成科学研究科准教授

19.4.1 稲葉　真理 大学院情報理工学系研究科准教授 大学院情報理工学系研究科研究拠点形成特任教員

（特任准教授）

19.4.1 古川　洋一 医科学研究所附属先端医療研究センター教授 医科学研究所研究拠点形成特任教員（特任教授）

19.4.1 村上　善則 医科学研究所教授 国立がんセンター腫瘍ゲノム解析情報研究

部腫瘍遺伝子生産物研究室長

19.4.1 盛田　謙二 医科学研究所教授 文部科学省大臣官房付

19.4.1 武藤　香織 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター准教授 信州大学医学部講師

19.4.1 山田　　亮 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター准教授 京都大学大学院医学研究科助教授

19.4.1 勝俣　　啓 地震研究所附属地震予知研究推進 北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究

センター准教授 観測センター助教授

19.4.1 橋本　秀美 東洋文化研究所准教授（出向）

19.4.1 五百籏頭薫 社会科学研究所准教授

19.4.1 松井　　博 社会科学研究所附属日本社会研究情報センター准教授 統計センター研究センター部長

19.4.1 帯川　利之 生産技術研究所教授 東京工業大学大学院理工学研究科教授

19.4.1 鼎　信次郎 生産技術研究所准教授 総合地球環境学研究所研究部助教授

19.5.1 馬淵　昭彦 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科寄付講座教員（客員准教授）

19.5.1 本田　　公 大学院数理科学研究科准教授

（昇　　任）

19.3.16 鄭　　雄一 大学院工学系研究科教授 大学院医学系研究科助教授

19.3.16 牛山　　浩 大学院工学系研究科助教授 大学院総合文化研究科助手

19.3.16 杉田　直彦 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科助手

19.4.1 井尻　憲一 アイソトープ総合センター教授 アイソトープ総合センター助教授

19.4.1 小林　雅之 大学総合教育研究センター教授 大学総合教育研究センター助教授

19.4.1 高藪　　縁 気候システム研究センター教授 気候システム研究センター助教授

19.4.1 水口　　雅 大学院医学系研究科教授 大学院医学系研究科助教授

19.4.1 山岨　達也 大学院医学系研究科教授 大学院医学系研究科助教授

19.4.1 戸邉　一之 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科講師

19.4.1 野村　幸世 大学院医学系研究科准教授 医学部講師
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19.4.1 李　　廷秀 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科講師

19.4.1 沖田　泰良 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科助手

19.4.1 菅野　太郎 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科助手

19.4.1 高井まどか 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師

19.4.1 田島　芳満 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師

19.4.1 山崎　裕一 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師

19.4.1 小田部胤久 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科助教授

19.4.1 熊野　純彦 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科助教授

19.4.1 佐藤　宏之 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科助教授

19.4.1 遠藤　　貢 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 甚野　尚志 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 野矢　茂樹 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 HONES SHEILA ANNE 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 松原　　宏 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 齋藤　晴雄 大学院総合文化研究科准教授 大学院総合文化研究科助手

19.4.1 今井　康雄 大学院教育学研究科教授 大学院教育学研究科助教授

19.4.1 能瀬　聡直 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院理学系研究科助教授

19.4.1 熊谷　一清 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院新領域創成科学研究科助手

19.4.1 山根　　克 大学院情報理工学系研究科准教授 大学院情報理工学系研究科講師

19.4.1 鎭西美栄子 医科学研究所附属病院准教授 医学部講師

19.4.1 家氏　友子 東洋文化研究所教授 東洋文化研究所助教授

19.4.1 玄田　有史 社会科学研究所教授 社会科学研究所助教授

19.4.1 丸川　知雄 社会科学研究所教授 社会科学研究所助教授

19.4.1 堤　　敦司 生産技術研究所教授 大学院工学系研究科助教授

19.4.1 小森　文夫 物性研究所教授 物性研究所助教授

19.4.1 吉信　　淳 物性研究所教授 物性研究所助教授

19.4.1 徳永　将史 物性研究所附属国際超強磁場科学研究施設准教授 大学院工学系研究科助手

19.4.16 小畑　　元 海洋研究所准教授 海洋研究所講師

19.5.1 加藤　　聡 大学院医学系研究科准教授 医学部講師

（配 置 換）

19.4.1 森川　博之 国際・産学共同研究センター教授 大学院工学系研究科教授

19.4.1 木内　貴弘 大学院医学系研究科教授 医学部教授

19.4.1 青木　則明 大学院医学系研究科准教授 医学部助教授

19.4.1 高木　信一 大学院工学系研究科教授 大学院新領域創成科学研究科教授

19.4.1 馬場　靖憲 大学院工学系研究科教授 先端科学技術研究センター教授

19.4.1 野崎　　歓 大学院人文社会系研究科准教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 小林　　修 大学院理学系研究科教授 大学院薬学系研究科教授

19.4.1 浅井　祥仁 大学院理学系研究科准教授 素粒子物理国際研究センター助教授

19.4.1 木畑　洋一 大学院総合文化研究科附属アメリカ 大学院総合文化研究科教授

太平洋地域研究センター教授

19.4.1 小寺　　彰 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科附属アメリカ太平洋地域研究センター教授

19.4.1 山口　和紀 大学院総合文化研究科教授 情報基盤センター教授

19.4.1 山口　　泰 大学院総合文化研究科教授 大学院情報学環教授
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19.4.1 佐々木正人 大学院教育学研究科教授 大学院情報学環教授

19.4.1 本田　由紀 大学院教育学研究科准教授 社会科学研究所助教授

19.4.1 菊池　和朗 大学院新領域創成科学研究科教授 先端科学技術研究センター教授

19.4.1 安達　裕之 大学院情報学環教授 大学院総合文化研究科教授

19.4.1 岡田　　猛 大学院情報学環准教授 大学院教育学研究科助教授

19.4.1 倉田　博史 大学院情報学環准教授 大学院総合文化研究科助教授

19.4.1 安冨　　歩 東洋文化研究所准教授 大学院情報学環助教授

19.4.1 保立　道久 史料編纂所附属前近代日本史情報 史料編纂所教授

国際センター教授

19.4.1 遠藤　基郎 史料編纂所准教授 史料編纂所附属前近代日本史情報国際センター助教授

19.5.1 金　　幸夫 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科附属総合研究機構准教授

19.5.1 山本　博一 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科附属演習林教授

（出　　向）

19.4.1 高木　　周 出　向（理化学研究所） 大学院工学系研究科准教授

（兼 務 免）

19.4.1 山本　正幸 遺伝子実験施設長 大学院理学系研究科教授

（兼 務 命）

19.4.1 西郷　和彦 附属図書館長 大学院工学系研究科教授

19.4.1 林　　良博 総合研究博物館長 大学院農学生命科学研究科教授

19.4.1 徳田　　元 アイソトープ総合センター長 分子細胞生物学研究所教授

19.4.1 尾張　眞則 環境安全研究センター長 環境安全研究センター教授

19.4.1 黒田　真也 遺伝子実験施設長 大学院理学系研究科教授

19.4.1 寳月　岱造 アジア生物資源環境研究センター長 大学院農学生命科学研究科教授

19.4.1 渡部　俊也 国際・産学共同研究センター長 国際・産学共同研究センター教授

19.4.1 小川　雄一 高温プラズマ研究センター長 高温プラズマ研究センター教授

19.4.1 山本　一彦 医学教育国際協力研究センター長 大学院医学系研究科教授

19.4.1 中島　映至 気候システム研究センター長 気候システム研究センター教授

19.4.1 井上　正仁 大学院法学政治学研究科長法学部長 大学院法学政治学研究科教授

19.4.1 清水　孝雄 大学院医学系研究科長医学部長 大学院医学系研究科教授

19.4.1 武谷　雄二 医学部附属病院長 大学院医学系研究科教授

19.4.1 立花　政夫 大学院人文社会系研究科長文学部長 大学院人文社会系研究科教授

19.4.1 山本　正幸 大学院理学系研究科長理学部長 大学院理学系研究科教授

19.4.1 生源寺眞一 大学院農学生命科学研究科長農学部長 大学院農学生命科学研究科教授

19.4.1 柴崎　正勝 大学院薬学系研究科長薬学部長 大学院薬学系研究科教授

19.4.1 雨宮　慶幸 大学院新領域創成科学研究科長 大学院新領域創成科学研究科教授

19.4.1 下山　　勲 大学院情報理工学系研究科長 大学院情報理工学系研究科教授

19.4.1 清木　元治 医科学研究所長 医科学研究所教授

19.4.1 大久保修平 地震研究所長 地震研究所教授

19.4.1 小森田秋夫 社会科学研究所長 社会科学研究所教授

19.4.1 横山　伊徳 史料編纂所長 史料編纂所教授

19.4.1 宮島　　篤 分子細胞生物学研究所長 分子細胞生物学研究所教授

19.4.1 西田　　睦 海洋研究所長 海洋研究所教授

19.4.1 宮野健次郎 先端科学技術研究センター所長 先端科学技術研究センター教授
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
東洋文化研究所　桝屋友子
E-mail：masuya@ioc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

教養学部英語部会主任室
TEL：03-5454-6279（内線：46279）

理学系研究科附属植物園
杉山宗隆准教授
TEL：03-3814-0368

大学院人文社会系研究科
現代文芸論研究室
TEL＆FAX：03-5841-7955

大学院人文社会系研究科
哲学研究室
TEL＆FAX：03-5841-3739

総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139 （美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

大学院総合文化研究科「人間の安全保障」プログラム 事
務局
TEL＆FAX：03-5454-4930
E-mail：hsp-toiawase@hsp.c.u-tokyo.ac.jp
URL：http://human-security.c.u-tokyo.ac.jp/

大学院理学系研究科・理学部　広報室
TEL：03-5841-7585
E-mail：kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.s.u-tokyo.ac.jp/event/science-cafe2/

大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139（美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

画像史料解析センター開設10周年記念事業実行委員会
委員長：林　　譲（hayashi@hi.u-tokyo.ac.jp）
幹事：末柄　豊（suegara@hi.u-tokyo.ac.jp）
FAX：史料編纂所事務室（03-5841-5956）

附属図書館
URL：http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/

自然科学博物館
URL：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

総合文化研究科・教養学部　美術博物館
TEL:03-5454-6139 FAX:03-5454-4929

工学部8号館7階736号室

駒場Ⅰキャンパス18号館
18号館ホール（1階）
コラボレーションルーム1（4階）

理学系研究科附属植物園本園
（小石川植物園）
柴田記念館

法文1号館319教室
地階2019・2020番
現代文芸論演習室

法文2号館
文学部一番大教室

教養学部　900番教室（講堂）

駒場キャンパス　18号館ホール

理学部1号館2階　小柴ホール

教養学部900番教室（講堂）

山上会館大会議室

総合図書館3階ロビー

駒場キャンパス
自然科学博物館

駒場博物館1階
美術博物館展示室

5月23日（水）
16:00～18:00

5月25日（金）
12:30～17:30

5月27日（日）
13:00～15:00

5月29日（火）
17:00～19:00

6月2日（土）
13:00～

6月7日（木）
18:30開演

（18:00開場）

6月9日（土）
13:00～14:30

6月17日（日）
13:00～16:00

（12：30開場）

6月28日（木）
18:30開演

（18:00開場）

6月29日（金）
13:00～17:00

3月1日（木）
～5月31日（木）

3月24日（日）
～5月31日（木）

3月24日（土）
～6月17日（日）
休館日：毎週火曜日
開館時間 10:00～18:00

東文研セミナー
「モンゴルにおける漢人移民社会の宗教とその施設」

「東京大学の英語教育―改革の道程と今後の展望
Teaching English at Komaba」
※1356号参照

第55回小石川植物園市民セミナー
「形で区別できないシダ植物の多数の新種」
※1356号参照

現代文芸論研究室主催　特別講義・朗読会
境界を越えて詩を書く
―セルビアと日本の間で―

哲学研究室主催
「国際ウィトゲンシュタイン・ワークショップ」

110回オルガン演奏会
《「イタリア展」を記念して》
※1356号参照

2008年度「人間の安全保障」プログラム入試説明会

第2回女子高校生のための「サイエンスカフェ本郷」

111回オルガン演奏会
※22ページ参照

史料編纂所附属画像史料解析センター
開設10周年記念研究集会
「画像史料研究の成果と課題」
※22ページ参照

常設展示「（新制）東京大学総長著作展（1）
－南原総長から向坊総長までー」
※1353号参照

所蔵品展「測る人・描く人」

創造の広場イタリア

総務部広報課内　財団法人　東京大学綜合研究会
電話：03-3815-8345（直通）
E-mail: kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

科学技術インタープリター養成プログラム事務室
TEL＆Fax: 03-5465-8828
URL： http://park.itc.u-
tokyo.ac.jp/STITP/adult_education.html

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL：03-5452-6864/FAX：03-5452-6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

総合研究博物館
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/

先端科学技術研究センター　生産技術研究所
URL：http://www.130ut.pr.

u-tokyo.ac.jp/event/campus.html

総合研究博物館
TEL：03-5777-8600/FAX：03-5841-8451
E-mail：web-master@um.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/education/lec-
ture_200706.html

東大病院老年病科
TEL：03-5800-8652  担当 野村

安田講堂

教養学部内で開催

生産技術研究所
総合研究実験棟（Aｎ棟）
3階大会議室

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

駒場Ⅱリサーチキャンパス

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

東大病院入院棟A
15階大会議室

6月2日（土）
13:30～

5月24日（木）
6月7日（木）21日（木）
7月5日（木）
18:00～19:30

5月11日（金）
～7月13日（金）

（5月25日、6月1日を除
く各金曜日　全8回）
18:00～19:30
6月12日（火）
～7月10日（火）
15:00～17:00
（全5回10時間）

5月31日（木）
～6月2日（土）
10:00～17:00

6/12（火）、6/20（水）、
6/26（火）、7/3（火）
7/10（火）
15:00～17:00

3月28日から6月13日
までの毎週水曜日
（4/4と4/11は休み）
14:00～

春の公開講座「グローバリゼイション」第5日

東京大学科学技術インタープリター養成プログラム
社会人向け講座

第35回生研公開講座イブニングセミナー
「都市と環境のフィールド調査の現場から」

総合研究博物館公開講座
『植物･動物・社会―西アジア考古学からみた
ドメスティケーションの始まり』

駒場Ⅱリサーチキャンパス公開2007
※1356号参照

総合研究博物館公開講座
『植物・動物・社会―西アジア考古学からみたドメス
ティケーションの始まり』

第3回高齢者教室
（老後を迎えるにあたって起こり得る様々な問題につ
いての、老年病の各専門分野の方々の講演）
※1352号参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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今回の巻頭特集は「いちょう保育園」開園。男女共同参画はこの保育園ばかりにとどまりませ
ん。夜の構内の安全を考慮した「夜間照明整備」など今後も様々な取り組みが予定されていま
す。また、もうひとつの特集「業務改善」では、様々な効率化の試みを紹介しました。多様化
する大学、そして、変わりゆく大学……これからも、学内広報は刻々と変化する大学の姿をお
伝えしていきます。（し）

◆ 表紙写真 ◆ 東大病院いちょう保育園
（２ページに関連記事）

特集
02 東大病院いちょう保育園、オープン！

06 「東京大学の業務改善」着々と進行中！

淡青評論
32 国際会議

事務連絡
24 人事異動（教員）

NEWS
10 春の紫綬褒章受章

シンポジウム・講演会

INFORMATION

21 医科学研究所

第34回医科学研究所創立記念シンポジウム
「医科学研究最前線」

部局ニュース
11 大学院農学生命科学研究科・農学部

技術基盤センターの設置

11 大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で「新入宿舎生歓迎会」
開催される

12 生命科学教育支援ネットワーク

第４回「東京大学の生命科学」シンポジウム

13 大学院総合文化研究科・教養学部

オーストラリア研究図書寄贈式典開催される

14 医学部附属病院

医学部附属病院にマッサージ室がオープン お知らせ
21 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第502（５月２日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

22 大学院総合文化研究科・教養学部

教養学部で111回オルガン演奏会の開催

23 史料編纂所

画像史料解析センター開設10周年記念研究
集会「画像史料研究の成果と課題」開催の
お知らせ

30 EVENT LIST

キャンパスニュース
15 学生部

平成19年度入学者数、決まる

コラム
16 バリアフリーの現場から　第８回

17 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.16

18 インタープリターズ・バイブル　Vol.3

18 調達本部です　第27回

19 コミュニケーションセンターだより　No.33

19 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第13回

20 龍岡門横丁噺　第17回

20 噴水　「第７回高校生の意見発表会」でシ
リウス賞受賞



初めて国際会議に出席したのは、確かフランスだった。大学時代に齧っ

たフランス語圏で生のフランス語に接する機会に恵まれて、嬉しかった記

憶がある。筆者の専門は自然科学なので、発表内容とフランス語は直接の

関係はないが、会議での激しかった議論も今となっては良い想い出となっ

ている。当時の日本にまだスターバックスはなく、喫茶店では酸味の強い

コーヒーが主流であり、フランスで飲んだほろ苦いコーヒーは美味であっ

た。

その頃の国際会議におけるプレゼンテーションは今では主流となったパワーポイントによる発表と異なり、

トラペとプロジェクターを用いた発表で、トラペ用のサインペンと修正用の消しゴムなどが不可欠であった。

研究室の先生が国際会議に出席し、面白そうな発表のトラペのコピー（紙媒体）を日本に持ち帰る。世界で

話題となっている最新情報をそのコピーを取り囲みながらの議論から学ぶというのが一般的であったと思う。

今では、会議の発表に使用されるパワーポイントファイルはその日のうちにウェブ上にアップロードされ、

時には会議の模様をウェブキャストにより、日本に居ながら拝聴することができる。コンピューターの進歩

についていくのに四苦八苦の先生方よりも、むしろ若い学生諸君の方が格段に多くの情報に瞬時に接するこ

とが可能となった。十年一昔というが、まさに隔世の感がある。

その後、数多くの国際会議に出席した。若い頃は、国際会議では必ず自分の発表があった。自分の発表の

準備やこれから発表する内容に関する想定質問に対する回答などを考えていると、他の研究者の発表をきち

んと聞く余裕がなかった。また、国際会議で発表するたびに発表準備やその後始末（プロシーディングスの

原稿書き）に追われることになる。一年に何回も国際会議に発表するとそれらの雑務？に追われて、実際の

研究活動に支障をきたすことにもなりかねない。

歳月は流れて、最近では会議の組織委員会など裏方の仕事はあるが、自分の発表がない国際会議出席もぽ

つぽつと出てきた。ところが、これがなかなか良いのである。自分の発表義務がない状態で他の研究者の発

表をゆったりと聞いていると、ふと良いアイデアが浮かんできたりする。自分の発表で追い詰められていた

時にはとてもこういうことはなかった気がする。また、他の研究者との議論によって良いアイデアが浮かん

でくることもある。

IT技術の進歩により、国際会議に実際に出かけることなくテレビ会議等で会議を行うことも可能であり、

また時間や経費の節約になることもあろう。しかし、雑事やメールに追いかけられるテレビ会議や国内会議

ではなく、日常から切り離された状態で人が実際に顔をあわせる昔ながらの国際会議の有用性を、声を大に

して訴えたいと思うのは筆者の時代錯誤であろうか？

瀧田　正人（宇宙線研究所）

国際会議

No. 1357 2007年5月16日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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